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平成２２年度
産学連携人材育成支援委託事業

農林水産・食品分野における
コーディネーター人材育成研修プログラム

研修のねらいとプログラムの概要
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1 研修のねらい

農山漁村に豊富に存在する資源を活用した新産業の創出には素材・
医薬・エネルギーなどの異分野の連携を強化した開発の推進が重要

背 景

研修のねらい

連携強化のため本年度（平成22年度）より

○『農林水産省産学官連携事業コーディネーター』を全国に配置して
地域における産学連携活動を一体的に支援

○農林水産・食品分野で既に活動されているコーディネーターや今後
同様の業務を担当することを希望する方に対する本分野における
産学連携支援人材の技術の向上を図る

農林水産・食品分野の共同研究へ参画し、産業規模の拡大を図れる
人材の輩出

対 応
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本プログラムにおいて目標とする人材像2

○ 信頼と尊敬を受けるコーディネーター

○ 現場ニーズ・産業界のニーズ・社会
ニーズを明確に把握している

○ 大学・研究機関などの研究・技術シーズ
について将来展望を語れる
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３年間の研修プログラム計画の構成とスキル3
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4 平成２２年度研修プログラムと研修のねらい

ﾛｰﾄﾞﾏｯﾋﾟﾝｸﾞ法での「産学連携共同研究プロジェクト」の可視化
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＜産学連携による研究開発プロジェクト＞
■テーマ（課題）の選別
■プロジェクト研究開発体制構築
■実施プロセスの管理（工程・成果）
■ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄの評価と次期ｽﾃｯﾌﾟへの反映

協力的な研究者の参加
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独創的な研究とその成果 B

＜製品開発プロジェクト＞
■プロジェクト開発体制構築
■実施プロセスの管理（工程・成果）
■特長ある商品への関門を越える（成果）

新たな研究テーマ （課題G）

補完技術研究とその成果
C

補完技術

特長ある新しい製品等 Y

有能な技術者の参加と資金分担

市場投入

時間軸

Chain-Linked
Innovation Model

特長ある新しい製品等 X

市場投入

COE形成への進展

既存技術に対して競争力のある技術の抽出
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進展とその要因

独創的な研究とその成果 A

補完技術研究とその成果 D

企業技術開発 E

企業のポテンシャル・コア事業の拡張

企業の本気度（ニーズ）

企業技術開発 F
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4 平成２２年度研修プログラムと研修のねらい

1日目 POINT
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5 平成２２年度研修プログラムと研修のねらい

２日目 POINT
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5 平成２２年度研修プログラムと研修のねらい

ケースメソッド

ケースメソッド研修の進め方

講師による研修事例の紹介

（１）現場の問題点（背景）
（２）技術課題
（３）その解決策（技術、解決策の仕掛け）
（４）産学官の連携（体制と参加者の役割分担）
（５）結果から見た“効果的な進展の要因”は

グループ討議 （ニーズとシーズの結合を検討しながら）
“真の課題設定”－を検討する

現場ニーズ・技術シーズ・特長的な機能は何か


